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京
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タ
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条
例
施
行
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則
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正
す
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則
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公
布
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令
和
三
年
三
月
三
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一
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東
京
都
知
事
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池
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合
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◉
東
京
都
規
則
第
百
五
十
四
号

東
京
都
立
皮
革
技
術
セ
ン
タ
ー
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

東
京
都
立
皮
革
技
術
セ
ン
タ
ー
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
八
年
東
京
都
規
則
第
二
十
五
号
）
の
一
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部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
二
の
部
一
の
款
㈠
の
項
中
１５
か
ら
２０
ま
で
を
１６
か
ら
２１
ま
で
と
し
、
同
項
１４
中
「
透
湿
度
」

の
下
に
「
（
静
置
法
）
」
を
加
え
、
同
項
中
１４
を
１５
と
し
、
１３
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

１４

透
湿
度
（
振
と
う
法
）

同

一
〇
、
二
四
〇
円

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
現
に
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
東
京
都
立
皮
革
技
術
セ
ン
タ
ー
条
例

施
行
規
則
の
規
定
に
よ
り
依
頼
を
受
け
て
い
る
も
の
に
係
る
手
数
料
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
。

東
京
都
が
設
立
す
る
地
方
独
立
行
政
法
人
東
京
都
立
産
業
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
の
業
務
運
営
、
財
務

及
び
会
計
並
び
に
人
事
管
理
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
百
五
十
五
号

東
京
都
が
設
立
す
る
地
方
独
立
行
政
法
人
東
京
都
立
産
業
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
の
業
務

運
営
、
財
務
及
び
会
計
並
び
に
人
事
管
理
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

東
京
都
が
設
立
す
る
地
方
独
立
行
政
法
人
東
京
都
立
産
業
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
の
業
務
運
営
、
財
務

及
び
会
計
並
び
に
人
事
管
理
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
八
年
東
京
都
規
則
第
七
十
九
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
号
中
「
産
業
技
術
」
の
下
に
「
（
食
品
工
業
技
術
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
」
を
加
え

る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

東
京
都
貸
金
業
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
百
五
十
六
号

東
京
都
貸
金
業
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

東
京
都
貸
金
業
法
施
行
細
則
（
昭
和
五
十
八
年
東
京
都
規
則
第
百
四
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
十
条
中
「
第
二
十
六
条
の
二
十
九
第
二
項
」
の
下
に
「
及
び
第
三
項
」
を
加
え
、
「
二
部
、
同
条

第
三
項
の
都
道
府
県
知
事
が
定
め
る
部
数
は
三
部
」
を
「
、
二
部
」
に
改
め
る
。

別
記
第
一
号
様
式
中
「㊞

」
を
削
り
、

「

」
を
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「

」
に

改
め
る
。

別
記
第
二
号
様
式
()表
中

「

」
を

に
改
め
、

「

」

「印

」
を
削
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
東
京
都
貸
金
業
法
施
行
細
則
の
様
式
に
よ

る
用
紙
で
、
現
に
残
存
す
る
も
の
は
、
所
要
の
修
正
を
加
え
、
な
お
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

東
京
都
農
業
近
代
化
資
金
利
子
補
給
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
百
五
十
七
号

東
京
都
農
業
近
代
化
資
金
利
子
補
給
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

東
京
都
農
業
近
代
化
資
金
利
子
補
給
規
則
（
昭
和
三
十
七
年
東
京
都
規
則
第
七
十
一
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
記
第
二
号
様
式
中
「㊞

」
を
削
る
。

別
記
第
三
号
様
式
中
「あ

て

」
を
「宛

」
に
改
め
、
「㊞

」
を
削
り
、
「す

え
置

」
を
「据

置
き

」

に
改
め
る
。

別
記
第
四
号
様
式
中
「㊞
」
を
削
る
。

別
記
第
五
号
様
式
中
「あ

て
」
を
「宛

」
に
改
め
、
「㊞

」
を
削
り
、
「す

え
置

」
を
「据

置
き

」
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に
改
め
る
。

別
記
第
九
号
様
式
中
「㊞

」
を
削
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
東
京
都
農
業
近
代
化
資
金
利
子
補
給
規
則

別
記
第
二
号
様
式
か
ら
別
記
第
五
号
様
式
ま
で
及
び
別
記
第
九
号
様
式
に
よ
る
用
紙
で
、
現
に
残
存

す
る
も
の
は
、
所
要
の
修
正
を
加
え
、
な
お
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

東
京
都
農
業
関
係
試
験
等
手
数
料
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
百
五
十
八
号

東
京
都
農
業
関
係
試
験
等
手
数
料
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

東
京
都
農
業
関
係
試
験
等
手
数
料
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
七
年
東
京
都
規
則
第
六
十
一
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
記
第
一
号
様
式
中
「㊞

」
を
削
る
。

別
記
第
二
号
様
式
中
「印

」
を
削
る
。

別
記
第
三
号
様
式
中
「㊞

」
を
削
る
。

別
記
第
四
号
様
式
及
び
第
五
号
様
式
中
「印

」
を
削
る
。

別
記
第
六
号
様
式
中
「㊞

」
を
削
る
。

別
記
第
七
号
様
式
中
「印

」
を
削
る
。

別
記
第
八
号
様
式
中
「㊞

」
を
削
る
。

別
記
第
九
号
様
式
及
び
第
十
一
号
様
式
中
「印

」
を
削
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
東
京
都
農
業
関
係
試
験
等
手
数
料
条
例
施

行
規
則
の
様
式
（
こ
の
規
則
に
よ
り
改
正
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
に
よ
る
用
紙
で
、
現
に
残
存
す

る
も
の
は
、
所
要
の
修
正
を
加
え
、
な
お
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

東
京
都
沿
岸
漁
業
改
善
資
金
貸
付
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
百
五
十
九
号

東
京
都
沿
岸
漁
業
改
善
資
金
貸
付
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

東
京
都
沿
岸
漁
業
改
善
資
金
貸
付
規
則
（
昭
和
五
十
四
年
東
京
都
規
則
第
百
四
十
五
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
第
二
項
中
「
東
京
都
信
用
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
」
を
「
東
日
本
信
用
漁
業
協
同
組
合
連
合

会
」
に
改
め
る
。

第
九
条
第
三
項
中
「
し
、
か
つ
、
各
個
人
の
確
認
印
を
押
印
」
を
削
る
。

第
十
四
条
中
「
東
京
都
信
用
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
」
を
「
東
日
本
信
用
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
」

に
改
め
る
。

別
記
第
一
号
様
式
中
「㊞

」
を
削
る
。

別
記
第
三
号
様
式
及
び
第
四
号
様
式
中
「あ

て

」
を
「宛

」
に
改
め
、
「印

」
を
削
る
。

別
記
第
五
号
様
式
（
裏
）
中
「し

、
各
人
の
確
認
印
を
押
印

」
を
削
る
。

別
記
第
六
号
様
式
中

「

住
所

借
受
者

氏
名
又
は
名
称

及
び
代
表
者
氏
名

㊞

」
を

「

住
所

借
受
者

氏
名
又
は
名
称

及
び
代
表
者
氏
名

」
に
改
め
る
。

別
記
第
七
号
様
式
中
「㊞

」
を
削
る
。

別
記
第
八
号
様
式
及
び
第
九
号
様
式
中
「あ

て

」
を
「宛

」
に
改
め
、
「印

」
を
削
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
九
条
第
三
項
、
別
記
第
一
号

様
式
、
第
三
号
様
式
、
第
四
号
様
式
、
第
五
号
様
式
（
裏
）
及
び
第
六
号
様
式
か
ら
第
九
号
様
式
ま
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で
の
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
東
京
都
沿
岸
漁
業
改
善
資
金
貸
付
規
則
別

記
第
一
号
様
式
及
び
第
三
号
様
式
か
ら
第
九
号
様
式
ま
で
に
よ
る
用
紙
で
、
現
に
残
存
す
る
も
の
は
、

所
要
の
修
正
を
加
え
、
な
お
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

東
京
都
沿
岸
漁
業
改
善
資
金
償
還
金
の
徴
収
又
は
収
納
事
務
の
委
託
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
百
六
十
号

東
京
都
沿
岸
漁
業
改
善
資
金
償
還
金
の
徴
収
又
は
収
納
事
務
の
委
託
に
関
す
る
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
規
則

東
京
都
沿
岸
漁
業
改
善
資
金
償
還
金
の
徴
収
又
は
収
納
事
務
の
委
託
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
五
十
五

年
東
京
都
規
則
第
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
項
中
「
東
京
都
信
用
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
」
を
「
東
日
本
信
用
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
」
に

改
め
る
。

別
記
第
三
号
様
式
中
「㊞

」
を
削
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
記
第
三
号
様
式
の
改
正
規
定

は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
東
京
都
沿
岸
漁
業
改
善
資
金
償
還
金
の
徴

収
又
は
収
納
事
務
の
委
託
に
関
す
る
規
則
別
記
第
三
号
様
式
に
よ
る
用
紙
で
、
現
に
残
存
す
る
も
の

は
、
所
要
の
修
正
を
加
え
、
な
お
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

東
京
都
漁
業
近
代
化
資
金
利
子
補
給
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
百
六
十
一
号

東
京
都
漁
業
近
代
化
資
金
利
子
補
給
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

東
京
都
漁
業
近
代
化
資
金
利
子
補
給
規
則
（
昭
和
四
十
二
年
東
京
都
規
則
第
百
十
八
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
記
様
式
第
二
号
中
「㊞

」
を
削
り
、
「す

え
置
期
間

」
を
「据

置
期
間

」
に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
三
号
中
「あ

て

」
を
「宛

」
に
改
め
、
「㊞

」
を
削
り
、
「す

え
置

」
を
「据

置
き

」

に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
四
号
中
「㊞

」
を
削
る
。

別
記
様
式
第
五
号
中
「あ

て

」
を
「宛

」
に
改
め
、
「㊞

」
を
削
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
東
京
都
漁
業
近
代
化
資
金
利
子
補
給
規
則

別
記
様
式
第
二
号
か
ら
別
記
様
式
第
五
号
ま
で
に
よ
る
用
紙
で
、
現
に
残
存
す
る
も
の
は
、
所
要
の

修
正
を
加
え
、
な
お
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

農
薬
取
締
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
百
六
十
二
号

農
薬
取
締
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

農
薬
取
締
法
施
行
細
則
（
平
成
十
二
年
東
京
都
規
則
第
二
百
四
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

別
記
様
式
()表
中
「㊞

」
を
削
り
、
同
様
式
()表
備
考
１
を
削
り
、
同
様
式
()表
備
考
中
２
を
１
と
し
、
３

を
２
と
し
、
同
様
式
()裏
中
「す

べ
て

」
を
「全

て

」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
農
薬
取
締
法
施
行
細
則
別
記
様
式
に
よ
る

用
紙
で
、
現
に
残
存
す
る
も
の
は
、
所
要
の
修
正
を
加
え
、
な
お
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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家
畜
伝
染
病
の
ま
ん
延
防
止
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
百
六
十
三
号

家
畜
伝
染
病
の
ま
ん
延
防
止
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

家
畜
伝
染
病
の
ま
ん
延
防
止
に
関
す
る
規
則
（
平
成
四
年
東
京
都
規
則
第
百
九
十
九
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
記
第
一
号
様
式
か
ら
第
三
号
様
式
ま
で
の
規
定
中
「㊞

」
を
削
る
。

別
記
第
四
号
様
式
か
ら
第
六
号
様
式
ま
で
の
規
定
中
「あ

て

」
を
「宛

」
に
改
め
、
「印

」
を
削
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
家
畜
伝
染
病
の
ま
ん
延
防
止
に
関
す
る
規

則
の
様
式
に
よ
る
用
紙
で
、
現
に
残
存
す
る
も
の
は
、
所
要
の
修
正
を
加
え
、
な
お
使
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

東
京
都
家
畜
保
健
衛
生
所
に
お
け
る
検
査
等
手
続
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
百
六
十
四
号

東
京
都
家
畜
保
健
衛
生
所
に
お
け
る
検
査
等
手
続
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

東
京
都
家
畜
保
健
衛
生
所
に
お
け
る
検
査
等
手
続
規
則
（
昭
和
二
十
四
年
東
京
都
規
則
第
二
百
五

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
記
第
一
号
様
式
か
ら
第
三
号
様
式
ま
で
の
規
定
中
「㊞

」
、
「（

備
考
）

」
及
び
「注

意
事
項

氏
名
を
自
署
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
押
印
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

」
を
削
る
。

別
記
第
四
号
様
式
及
び
第
六
号
様
式
中
「あ

て

」
を
「宛

」
に
改
め
、
「印

」
及
び
「（

備
考
）

」

を
削
る
。附

則

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
東
京
都
家
畜
保
健
衛
生
所
に
お
け
る
検
査

等
手
続
規
則
の
様
式
（
こ
の
規
則
に
よ
り
改
正
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
に
よ
る
用
紙
で
、
現
に
残

存
す
る
も
の
は
、
所
要
の
修
正
を
加
え
、
な
お
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

東
京
都
飼
料
検
定
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
百
六
十
五
号

東
京
都
飼
料
検
定
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

東
京
都
飼
料
検
定
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
一
年
東
京
都
規
則
第
二
百
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

別
記
第
一
号
様
式
中
「㊞

」
及
び
「注

意
事
項

氏
名
を
自
署
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
押
印
を
省

略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

」
を
削
る
。

別
記
第
二
号
様
式
中
「あ

て

」
を
「宛

」
に
改
め
、
「印

」
を
削
る
。

別
記
第
三
号
様
式
中
「㊞

」
及
び
「注

意
事
項

氏
名
を
自
署
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
押
印
を
省

略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

」
を
削
る
。

別
記
第
四
号
様
式
中
「あ

て

」
を
「宛

」
に
改
め
、
「印

」
を
削
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
東
京
都
飼
料
検
定
条
例
施
行
規
則
別
記
第

一
号
様
式
か
ら
別
記
第
四
号
様
式
ま
で
に
よ
る
用
紙
で
、
現
に
残
存
す
る
も
の
は
、
所
要
の
修
正
を

加
え
、
な
お
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

獣
医
療
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子
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◉
東
京
都
規
則
第
百
六
十
六
号

獣
医
療
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

獣
医
療
法
施
行
細
則
（
平
成
十
二
年
東
京
都
規
則
第
二
百
四
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

別
記
第
一
号
様
式
１面
中
「㊞

」
を
削
り
、
同
様
式
１面
注
意
事
項
２
を
削
り
、
同
様
式
１面
注
意
事
項
３

中
「す

べ
て

」
を
「全

て
」
に
改
め
、
同
様
式
１面
注
意
事
項
中
３
を
２
と
し
、
４
を
３
と
す
る
。

別
記
第
三
号
様
式
中
「㊞

」
を
削
り
、
同
様
式
注
意
事
項
２
を
削
り
、
同
様
式
注
意
事
項
中
３
を
２

と
し
、
４
を
３
と
す
る
。

別
記
第
四
号
様
式
中
「㊞

」
を
削
り
、
同
様
式
注
意
事
項
２
を
削
り
、
同
様
式
注
意
事
項
中
３
を
２

と
し
、
４
を
３
と
し
、
５
を
４
と
す
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
獣
医
療
法
施
行
細
則
別
記
第
一
号
様
式
、

第
三
号
様
式
及
び
第
四
号
様
式
に
よ
る
用
紙
で
、
現
に
残
存
す
る
も
の
は
、
所
要
の
修
正
を
加
え
、

な
お
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

東
京
都
動
物
用
生
物
学
的
製
剤
に
係
る
使
用
許
可
手
続
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を

公
布
す
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
百
六
十
七
号

東
京
都
動
物
用
生
物
学
的
製
剤
に
係
る
使
用
許
可
手
続
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
規
則

東
京
都
動
物
用
生
物
学
的
製
剤
に
係
る
使
用
許
可
手
続
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
二
年
東
京
都
規
則

第
二
百
五
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
記
第
一
号
様
式
か
ら
第
三
号
様
式
ま
で
の
規
定
中
「㊞

」
を
削
り
、
同
様
式
備
考
を
削
る
。

別
記
第
四
号
様
式
及
び
第
五
号
様
式
中
「印

」
を
削
る
。

別
記
第
六
号
様
式
中
「㊞

」
を
削
り
、
同
様
式
備
考
１
及
び
２
を
削
り
、
同
様
式
備
考
３
を
同
様
式

備
考
と
す
る
。

別
記
第
七
号
様
式
中
「㊞

」
を
削
り
、
同
様
式
備
考
を
削
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
東
京
都
動
物
用
生
物
学
的
製
剤
に
係
る
使

用
許
可
手
続
に
関
す
る
規
則
の
様
式
に
よ
る
用
紙
で
、
現
に
残
存
す
る
も
の
は
、
所
要
の
修
正
を
加

え
、
な
お
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

東
京
都
動
物
用
医
薬
品
及
び
再
生
医
療
等
製
品
の
販
売
業
並
び
に
動
物
用
高
度
管
理
医
療
機
器
等
の

販
売
業
又
は
貸
与
業
に
係
る
申
請
手
続
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
百
六
十
八
号

東
京
都
動
物
用
医
薬
品
及
び
再
生
医
療
等
製
品
の
販
売
業
並
び
に
動
物
用
高
度
管
理
医

療
機
器
等
の
販
売
業
又
は
貸
与
業
に
係
る
申
請
手
続
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
規
則

東
京
都
動
物
用
医
薬
品
及
び
再
生
医
療
等
製
品
の
販
売
業
並
び
に
動
物
用
高
度
管
理
医
療
機
器
等
の

販
売
業
又
は
貸
与
業
に
係
る
申
請
手
続
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
二
年
東
京
都
規
則
第
二
百
五
十
一

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
記
第
一
号
様
式
中
「㊞

」
を
削
り
、
同
様
式

（注意）
を
削
る
。

別
記
第
二
号
様
式
及
び
第
三
号
様
式
中
「印

」
を
削
る
。

別
記
第
四
号
様
式
中
「㊞

」
を
削
り
、
同
様
式

（注意）
を
削
る
。
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別
記
第
四
号
様
式
の
二
中
「㊞

」
を
削
り
、
同
様
式

（注意）
を
削
る
。

別
記
第
四
号
様
式
の
三
及
び
第
四
号
様
式
の
四
中
「印

」
を
削
る
。

別
記
第
四
号
様
式
の
五
中
「㊞

」
を
削
り
、
同
様
式

（注意）
を
削
る
。

別
記
第
四
号
様
式
の
六
中
「㊞

」
を
削
り
、
同
様
式

（注意）
を
削
る
。

別
記
第
四
号
様
式
の
七
及
び
第
四
号
様
式
の
八
中
「印

」
を
削
る
。

別
記
第
四
号
様
式
の
九
中
「㊞

」
を
削
り
、
同
様
式

（注意）
を
削
る
。

別
記
第
四
号
様
式
の
十
中
「㊞

」
を
削
り
、
同
様
式

（注意）
を
削
る
。

別
記
第
四
号
様
式
の
十
一
及
び
第
四
号
様
式
の
十
二
中
「印

」
を
削
る
。

別
記
第
四
号
様
式
の
十
三
中
「㊞

」
を
削
り
、
同
様
式

（注意）
を
削
る
。

別
記
第
五
号
様
式
中
「㊞

」
を
削
り
、
同
様
式

（注意）
を
削
る
。

別
記
第
六
号
様
式
中
「㊞

」
を
削
り
、
同
様
式

（注意）
１
及
び
２
を
削
り
、
同
様
式

（注意）
３
を
同
様
式

（注意）
と

す
る
。

別
記
第
七
号
様
式
中
「㊞

」
を
削
り
、
同
様
式

（注意）
１
及
び
２
を
削
り
、
同
様
式

（注意）
中
３
を
１
と
し
、

４
を
２
と
し
、
５
を
３
と
す
る
。

別
記
第
八
号
様
式
中
「㊞

」
を
削
り
、
同
様
式

（注意）
を
削
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
東
京
都
動
物
用
医
薬
品
及
び
再
生
医
療
等

製
品
の
販
売
業
並
び
に
動
物
用
高
度
管
理
医
療
機
器
等
の
販
売
業
又
は
貸
与
業
に
係
る
申
請
手
続
等

に
関
す
る
規
則
の
様
式
（
こ
の
規
則
に
よ
り
改
正
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
に
よ
る
用
紙
で
、
現
に

残
存
す
る
も
の
は
、
所
要
の
修
正
を
加
え
、
な
お
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

農
地
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
百
六
十
九
号

農
地
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

農
地
法
施
行
細
則
（
昭
和
二
十
八
年
東
京
都
規
則
第
九
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
記
第
一
号
様
式
中
「㊞

」
を
削
り
、
同
様
式

（記載要領）
１
を
削
り
、
同
様
式

（記載要領）
中
２
を
１
と
し
、
３
か
ら

６
ま
で
を
２
か
ら
５
ま
で
と
す
る
。

別
記
第
三
号
様
式
１面
中
「㊞

」
を
削
り
、
同
様
式
２面

（記載要領）
１
を
削
り
、
同
様
式
２面

（記載要領）
中
２
を
１
と
し
、

３
か
ら
８
ま
で
を
２
か
ら
７
ま
で
と
し
、
同
様
式
３面
中
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「

」
を

「

」
に
改
め
る
。

別
記
第
四
号
様
式
１面
中
「㊞

」
を
削
り
、
同
様
式
３面

（記載要領）
２
を
削
り
、
同
様
式
３面

（記載要領）
中
３
を
２
と
し
、

４
か
ら
６
ま
で
を
３
か
ら
５
ま
で
と
す
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
農
地
法
施
行
細
則
別
記
第
一
号
様
式
、
第

三
号
様
式
及
び
第
四
号
様
式
に
よ
る
用
紙
で
、
現
に
残
存
す
る
も
の
は
、
所
要
の
修
正
を
加
え
、
な

お
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

養
鶏
振
興
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
百
七
十
号

養
鶏
振
興
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

養
鶏
振
興
法
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
六
年
東
京
都
規
則
第
六
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

別
記
様
式
第
一
号
（
表
）
中
「印

」
を
削
り
、
「（

Ｂ
６
）

」
を
「（

日
本
産
業
規
格
Ｂ
列
６

番
）

」
に
改
め
、
同
様
式
（
裏
）
中

「

」
を

「

」
に
、
「抜

す

い

」
を
「抜

粋

」
に
、
「表

示

」
を
「表

示
等

」
に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
三
号
（
イ
）
及
び
様
式
第
三
号
（
ロ
）
中
「印

」
を
削
る
。

別
記
様
式
第
四
号
（
イ
）
、
様
式
第
四
号
（
ロ
）
及
び
様
式
第
五
号
中
「印

」
を
削
る
。

別
記
様
式
第
六
号
（
表
）
中
「印

」
を
削
り
、
同
様
式
（
裏
）
中
「抜

す
い

」
を
「抜

粋

」

に
、
「立

入
検
査

」
を
「立

入
検
査
等

」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
養
鶏
振
興
法
施
行
細
則
の
様
式
（
こ
の
規

則
に
よ
り
改
正
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
に
よ
る
用
紙
で
、
現
に
残
存
す
る
も
の
は
、
所
要
の
修
正
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を
加
え
、
な
お
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

養
蜂
振
興
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
百
七
十
一
号

養
蜂
振
興
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

養
蜂
振
興
法
施
行
細
則
（
平
成
十
二
年
東
京
都
規
則
第
四
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
記
第
一
号
様
式
中
「㊞

」
を
削
り
、
同
様
式
備
考
１
を
削
り
、
同
様
式
備
考
中
２
を
１
と
し
、
３

か
ら
６
ま
で
を
２
か
ら
５
ま
で
と
す
る
。

別
記
第
二
号
様
式
中
「㊞

」
を
削
り
、
同
様
式
備
考
１
を
削
り
、
同
様
式
備
考
中
２
を
１
と
し
、
３

を
２
と
し
、
４
を
３
と
す
る
。

別
記
第
三
号
様
式
()裏
中

「

」
を
削
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
養
蜂
振
興
法
施
行
細
則
の
様
式
に
よ
る
用

紙
で
、
現
に
残
存
す
る
も
の
は
、
所
要
の
修
正
を
加
え
、
な
お
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

東
京
都
種
畜
検
査
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
百
七
十
二
号

東
京
都
種
畜
検
査
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

東
京
都
種
畜
検
査
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
七
年
東
京
都
規
則
第
百
三
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

別
記
第
二
号
様
式
表
中
「印

」
を
削
り
、
同
様
式
裏
中

「

」
を

「

」
に
、
「発

行
者

証
印
」

を
「発

行
者
」

に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
東
京
都
種
畜
検
査
条
例
施
行
規
則
別
記
第

二
号
様
式
に
よ
る
用
紙
で
、
現
に
残
存
す
る
も
の
は
、
所
要
の
修
正
を
加
え
、
な
お
使
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

家
畜
商
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
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東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
百
七
十
三
号

家
畜
商
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

家
畜
商
法
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
八
年
東
京
都
規
則
第
二
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。別

記
第
三
号
様
式
、
第
四
号
様
式
及
び
第
六
号
様
式
中
「㊞

」
を
削
る
。

別
記
第
七
号
様
式
の
一
及
び
第
七
号
様
式
の
二
中
「あ

て

」
を
「宛

」
に
改
め
、
「印

」
を
削
る
。

別
記
第
八
号
様
式
表
中
「印
」
を
削
り
、
同
様
式
裏
中
「抜

す
い

」
を
「抜

粋

」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
家
畜
商
法
施
行
細
則
の
様
式
（
こ
の
規
則

に
よ
り
改
正
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
に
よ
る
用
紙
で
、
現
に
残
存
す
る
も
の
は
、
所
要
の
修
正
を

加
え
、
な
お
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

東
京
都
特
定
水
産
資
源
の
漁
獲
量
等
の
報
告
及
び
採
捕
の
停
止
に
関
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
百
七
十
四
号

東
京
都
特
定
水
産
資
源
の
漁
獲
量
等
の
報
告
及
び
採
捕
の
停
止
に
関
す
る
規
則

（
趣
旨
）

第
一
条

こ
の
規
則
は
、
漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
。
以
下
「
法
」
と
い

う
。
）
第
二
十
六
条
第
一
項
、
第
三
十
条
第
一
項
及
び
第
三
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
特

定
水
産
資
源
（
法
第
十
一
条
第
二
項
第
三
号
に
規
定
す
る
特
定
水
産
資
源
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

の
漁
獲
量
等
の
報
告
及
び
採
捕
の
停
止
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
漁
獲
量
等
の
報
告
の
方
法
）

第
二
条

法
第
二
十
六
条
第
一
項
又
は
第
三
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
は
、
当
該
報
告
を
行
う

者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
知
事
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
を
電
気
通
信
回
線
で
接
続
し

た
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
で
あ
っ
て
、
当
該
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
情
報
が
送
信

さ
れ
、
知
事
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
当
該
情
報
が
記
録
さ
れ
る
も

の
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
電
子
情
報
処
理
組
織
の
異
常
若
し
く
は
保
守
点
検
又
は
報

告
す
べ
き
事
項
が
著
し
く
急
激
に
増
加
し
た
こ
と
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由
が
あ
る
場
合
に
お
い

て
は
、
書
面
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
書
面
を
郵
便
又
は
民
間
事
業
者
に
よ
る
信
書
の
送
達
に
関
す
る
法
律

（
平
成
十
四
年
法
律
第
九
十
九
号
）
第
二
条
第
六
項
に
規
定
す
る
一
般
信
書
便
事
業
者
若
し
く
は
同

条
第
九
項
に
規
定
す
る
特
定
信
書
便
事
業
者
に
よ
る
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
信
書
便
で
提
出
し
た

場
合
に
お
け
る
特
定
水
産
資
源
を
陸
揚
げ
し
た
日
か
ら
知
事
に
報
告
す
る
ま
で
の
期
間
の
計
算
に
つ

い
て
は
、
送
付
に
要
し
た
日
数
は
、
算
入
し
な
い
。

（
代
理
人
に
よ
る
報
告
）

第
三
条

法
第
二
十
六
条
第
一
項
又
は
第
三
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
し
よ
う
と
す
る
者
が
、

代
理
人
に
よ
り
当
該
報
告
を
す
る
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
そ
の
権
限
を
証
す
る
書
面
を
知
事
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
特
定
水
産
資
源
の
採
捕
の
停
止
）

第
四
条

知
事
が
法
第
三
十
三
条
第
二
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
認
め
る
旨
の
告
示
を
し
た

と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
者
は
、
当
該
告
示
を
し
た
日
の
翌
日
か
ら
同
日
の
属
す
る

管
理
年
度
（
法
第
十
一
条
第
二
項
第
三
号
に
規
定
す
る
管
理
年
度
を
い
う
。
）
の
末
日
（
当
該
告
示

に
お
い
て
期
間
が
定
め
ら
れ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
期
間
の
末
日
）
ま
で
の
間
は
、
当
該
告
示

に
係
る
特
定
水
産
資
源
の
採
捕
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
知
事
が
同
項
の
告
示
に
係
る
場
合
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
認
め

る
旨
の
告
示
を
し
た
と
き
は
、
同
項
の
告
示
に
係
る
者
は
、
当
該
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
認
め
る
旨

の
告
示
を
し
た
日
か
ら
同
項
の
告
示
に
係
る
特
定
水
産
資
源
の
採
捕
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
海
洋
生
物
資
源
の
保
存
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
廃
止
）

２

海
洋
生
物
資
源
の
保
存
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
（
平
成
十
年
東
京
都
規
則
第
二
百
八

十
一
号
）
は
、
廃
止
す
る
。
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（
海
洋
生
物
資
源
の
保
存
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
廃
止
に
伴
う
経
過
措
置
）

３

漁
業
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
九
十
五
号
）
附
則
第
二
十
八
条

に
規
定
す
る
海
洋
生
物
資
源
に
つ
い
て
は
、
同
条
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
六
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止

前
の
海
洋
生
物
資
源
の
保
存
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
（
平
成
八
年
法
律
第
七
十
七
号
）
の
規
定
が

な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
こ
と
と
さ
れ
る
間
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
海
洋
生
物
資
源
の

保
存
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
規
定
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

東
京
都
漁
船
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
百
七
十
五
号

東
京
都
漁
船
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

東
京
都
漁
船
法
施
行
細
則
（
昭
和
二
十
六
年
東
京
都
規
則
第
百
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

別
記
第
一
号
様
式
か
ら
第
三
号
様
式
ま
で
の
規
定
中
「㊞
」
を
削
る
。

別
記
第
四
号
様
式

（表 面）
、
第
五
号
様
式

（表 面）
及
び
第
六
号
様
式

（表 面）
中
「印
」
を
削
る
。

別
記
第
七
号
様
式
中
「通

り

」
を
「と

お
り

」
に
改
め
、
「印

」
を
削
る
。

別
記
第
八
号
様
式
中
「㊞

」
を
削
る
。

別
記
第
九
号
様
式
中
「第

５
条

」
を
「第

６
条

」
に
改
め
、
「印

」
及
び
「㊞

」
を
削
る
。

別
記
第
十
号
様
式
か
ら
第
十
四
号
様
式
ま
で
の
規
定
中
「㊞

」
を
削
る
。

別
記
第
十
五
号
様
式
中

「申
請

者
代

理
人

〇
〇
漁
業
協
同
組
合
長
理
事

氏
名

㊞

」
を

「申
請

者
代

理
人

〇
〇
漁
業
協
同
組
合
長
理
事

氏
名

」
に
、

「

」
を

「

」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
東
京
都
漁
船
法
施
行
細
則
の
様
式
に
よ
る

用
紙
で
、
現
に
残
存
す
る
も
の
は
、
所
要
の
修
正
を
加
え
、
な
お
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

東
京
都
都
行
造
林
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子
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◉
東
京
都
規
則
第
百
七
十
六
号

東
京
都
都
行
造
林
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

東
京
都
都
行
造
林
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
東
京
都
規
則
第
百
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

別
記
第
一
号
様
式
中
「う

え

」
を
「上

」
に
改
め
、
「㊞

」
を
削
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
東
京
都
都
行
造
林
条
例
施
行
規
則
別
記
第

一
号
様
式
に
よ
る
用
紙
で
、
現
に
残
存
す
る
も
の
は
、
所
要
の
修
正
を
加
え
、
な
お
使
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

東
京
都
保
安
林
の
指
定
及
び
解
除
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
百
七
十
七
号

東
京
都
保
安
林
の
指
定
及
び
解
除
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

東
京
都
保
安
林
の
指
定
及
び
解
除
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
二
年
東
京
都
規
則
第
二
百
五
十
五

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
第
十
項
中
「
署
名
押
印
」
を
「
記
名
」
に
改
め
る
。

別
記
第
一
号
様
式
中
「㊞

」
を
削
り
、
同
様
式
注
意
事
項
１
を
削
り
、
同
様
式
注
意
事
項
中
２
を
１

と
し
、
３
を
２
と
し
、
４
を
３
と
す
る
。

別
記
第
二
号
様
式
中
「㊞

」
を
削
り
、
同
様
式
注
意
事
項
１
を
削
り
、
同
様
式
注
意
事
項
中
２
を
１

と
し
、
３
を
２
と
し
、
４
を
３
と
す
る
。

別
記
第
三
号
様
式
中
「㊞

」
を
削
り
、
同
様
式
注
意
事
項
１
を
削
り
、
同
様
式
注
意
事
項
中
２
を
１

と
し
、
３
を
２
と
し
、
４
を
３
と
す
る
。

別
記
第
四
号
様
式
中
「㊞

」
を
削
り
、
同
様
式
注
意
事
項
１
を
削
り
、
同
様
式
注
意
事
項
中
２
を
１

と
し
、
３
を
２
と
し
、
４
を
３
と
す
る
。

別
記
第
五
号
様
式
中
「㊞

」
を
削
り
、
同
様
式
注
意
事
項
２
を
削
り
、
同
様
式
注
意
事
項
中
３
を
２

と
し
、
４
か
ら
９
ま
で
を
３
か
ら
８
ま
で
と
す
る
。

別
記
第
六
号
様
式
中
「あ

て

」
を
「宛

」
に
改
め
、
「印

」
を
削
る
。

別
記
第
七
号
様
式
中
「㊞

」
を
削
り
、
同
様
式
注
意
事
項
１
を
削
り
、
同
様
式
注
意
事
項
中
２
を
１

と
し
、
３
を
２
と
す
る
。

別
記
第
八
号
様
式
中
「㊞

」
を
削
り
、
同
様
式
注
意
事
項
を
削
る
。

別
記
第
九
号
様
式
中
「㊞

」
を
削
り
、
同
様
式
注
意
事
項
２
を
削
り
、
同
様
式
注
意
事
項
中
３
を
２

と
す
る
。

別
記
第
十
号
様
式
中
「㊞

」
を
削
り
、
同
様
式
注
意
事
項
１
を
削
り
、
同
様
式
注
意
事
項
中
２
を
１

と
し
、
３
か
ら
５
ま
で
を
２
か
ら
４
ま
で
と
す
る
。

別
記
第
十
一
号
様
式
中
「㊞

」
を
削
り
、
同
様
式
注
意
事
項
１
を
削
り
、
同
様
式
注
意
事
項
中
２
を

１
と
し
、
３
か
ら
５
ま
で
を
２
か
ら
４
ま
で
と
す
る
。

別
記
第
十
二
号
様
式
中
「㊞

」
を
削
り
、
同
様
式
注
意
事
項
２
を
削
り
、
同
様
式
注
意
事
項
中
３
を

２
と
し
、
４
を
３
と
し
、
５
を
４
と
す
る
。

別
記
第
十
三
号
様
式
中
「あ

て

」
を
「宛

」
に
改
め
、
「印

」
を
削
る
。

別
記
第
十
四
号
様
式
中
「㊞

」
を
削
り
、
同
様
式
注
意
事
項
２
を
削
り
、
同
様
式
注
意
事
項
中
３
を

２
と
し
、
４
を
３
と
し
、
５
を
４
と
す
る
。

別
記
第
十
五
号
様
式
中
「㊞

」
を
削
り
、
同
様
式
注
意
事
項
２
を
削
り
、
同
様
式
注
意
事
項
中
３
を

２
と
し
、
４
を
３
と
し
、
５
を
４
と
す
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
こ
の
規
則
に
よ
る
東
京
都
保
安
林
の
指
定
及
び
解
除
等
に
関
す
る
規
則

の
様
式
に
よ
る
用
紙
で
、
現
に
残
存
す
る
も
の
は
、
所
要
の
修
正
を
加
え
、
な
お
使
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

東
京
都
林
業
種
苗
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子
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◉
東
京
都
規
則
第
百
七
十
八
号

東
京
都
林
業
種
苗
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

東
京
都
林
業
種
苗
法
施
行
細
則
（
昭
和
四
十
五
年
東
京
都
規
則
第
二
百
五
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

別
記
様
式
第
二
号
中
「㊞

」
を
削
る
。

別
記
様
式
第
四
号
中
「印

」
を
削
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
東
京
都
林
業
種
苗
法
施
行
細
則
別
記
様
式

第
二
号
及
び
様
式
第
四
号
に
よ
る
用
紙
で
、
現
に
残
存
す
る
も
の
は
、
所
要
の
修
正
を
加
え
、
な
お

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

東
京
都
し
ご
と
セ
ン
タ
ー
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
百
七
十
九
号

東
京
都
し
ご
と
セ
ン
タ
ー
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

東
京
都
し
ご
と
セ
ン
タ
ー
条
例
施
行
規
則
（
平
成
八
年
東
京
都
規
則
第
百
三
十
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

別
記
第
一
号
様
式
中
「㊞

」
を
削
る
。

別
記
第
二
号
様
式
中
「印

」
を
削
る
。

別
記
第
三
号
様
式
中
「㊞

」
を
削
る
。

別
記
第
四
号
様
式
中
「印

」
を
削
る
。

別
記
第
五
号
様
式
及
び
第
六
号
様
式
中
「㊞

」
を
削
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
東
京
都
し
ご
と
セ
ン
タ
ー
条
例
施
行
規
則

別
記
第
一
号
様
式
か
ら
第
六
号
様
式
ま
で
に
よ
る
用
紙
で
、
現
に
残
存
す
る
も
の
は
、
所
要
の
修
正

を
加
え
、
な
お
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

遺
児
等
の
身
元
保
証
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
百
八
十
号

遺
児
等
の
身
元
保
証
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

遺
児
等
の
身
元
保
証
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
年
東
京
都
規
則
第
九
十
四
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
記
第
一
号
様
式
中

「

」
を

「

」
に
、
「は

つ
て

」
を
「貼

り
付
け
て

」
に
改
め
る
。

別
記
第
三
号
様
式
中
「基

き

」
を
「基

づ
き

」
に
、
「ま

た
は

」
を
「又

は

」
に
、

「

」
を
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「

」
に
、
「先

き
に

」
を
「先

に

」

に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
遺
児
等
の
身
元
保
証
に
関
す
る
条
例
施
行

規
則
別
記
第
一
号
様
式
及
び
第
三
号
様
式
に
よ
る
用
紙
で
、
現
に
残
存
す
る
も
の
は
、
所
要
の
修
正

を
加
え
、
な
お
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

東
京
都
職
場
適
応
訓
練
の
実
施
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
百
八
十
一
号

東
京
都
職
場
適
応
訓
練
の
実
施
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

東
京
都
職
場
適
応
訓
練
の
実
施
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
八
年
東
京
都
規
則
第
百
三
十
一
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
記
第
一
号
様
式
中
「㊞

」
を
削
る
。

別
記
第
二
号
様
式
中
「（

記
名
押
印
又
は
自
筆
に
よ
る
署
名
の
い
ず
れ
か
に
よ
り
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。
）

」
を
削
る
。

別
記
第
四
号
様
式
及
び
第
五
号
様
式
中
「あ

て

」
を
「宛

」
に
改
め
、
「印

」
を
削
る
。

別
記
第
六
号
様
式
中
「（

記
名
押
印
又
は
自
筆
に
よ
る
署
名
の
い
ず
れ
か
に
よ
り
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。
）

」
を
削
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
東
京
都
職
場
適
応
訓
練
の
実
施
に
関
す
る

規
則
の
様
式
（
こ
の
規
則
に
よ
り
改
正
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
に
よ
る
用
紙
で
、
現
に
残
存
す
る

も
の
は
、
所
要
の
修
正
を
加
え
、
な
お
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

東
京
都
職
業
訓
練
手
当
支
給
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
百
八
十
二
号

東
京
都
職
業
訓
練
手
当
支
給
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

東
京
都
職
業
訓
練
手
当
支
給
規
則
（
昭
和
五
十
年
東
京
都
規
則
第
百
七
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

別
記
様
式
第
一
号
中
「（

記
名
押
印
又
は
自
筆
に
よ
る
署
名
の
い
ず
れ
か
に
よ
り
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。
）

」
を
削
り
、
「生

年
月
日

性
別

」
を
「生

年
月
日

」
に
改
め
、
「男

・
女

」
及
び
「印

」
を

削
る
。

別
記
様
式
第
一
号
の
二
中
「㊞

」
及
び
「（

記
名
押
印
又
は
署
名
）

」
を
削
り
、

「

」
を

「

」
に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
一
号
の
三
中
「（

記
名
押
印
又
は
自
筆
に
よ
る
署
名
の
い
ず
れ
か
に
よ
り
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。
）

」
を
削
る
。

別
記
様
式
第
二
号
中
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「

」
を

「

」
に
改
め
、

「印

」
を
削
る
。

別
記
様
式
第
三
号
及
び
様
式
第
四
号
中

「

」
及
び
「印

」
を
削
る
。

別
記
様
式
第
七
号
中
「（

記
名
押
印
又
は
自
筆
に
よ
る
署
名
の
い
ず
れ
か
に
よ
り
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。
）

」
を
削
り
、
「生

年
月
日

性
別

」
を
「生

年
月
日

」
に
改
め
、
「男

・
女

」
を
削
る
。

別
記
様
式
第
八
号
中
「（

記
名
押
印
又
は
自
筆
に
よ
る
署
名
の
い
ず
れ
か
に
よ
り
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。
）

」
を
削
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
東
京
都
職
業
訓
練
手
当
支
給
規
則
の
様
式

（
こ
の
規
則
に
よ
り
改
正
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
に
よ
る
用
紙
で
、
現
に
残
存
す
る
も
の
は
、
所

要
の
修
正
を
加
え
、
な
お
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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